
第２期山鹿市総合戦略の検証結果について(令和６年度)

今後の方針/その理由地方創生への効果/その理由指標
(ＫＰＩ)重要業績評価指標

主な事業内容事業名

 業務改善
令和６年度から和水町との定住自立圏協定により

玉名圏域の高校にも対象を拡大し、参加者数は大幅
に増加したため、引き続き企業及び学校との連携を
図っていく。事業内容は見直しを行い、より就職率
に反映させる策を検討・実施していく。企業と学校
の連携を強化することで、市内に定着する人口の増
加を図る。

 効果があった
前年度に比べ、地元企業への就職者数が

減少したため、ＫＰＩが２ポイント低下し
た。引き続き地元企業の魅力をＰＲし、就
職先の選択肢として定着するよう努めてい
く。

高校新卒就職者のうち、地元企業へ
の就職者の割合（％）

(目標値) ⇒ (実績値)
21.0 15.1

 地元企業、高等学校等及び行政が連
携した企業ガイダンスの実施

 小学生・中学生を対象とした企業見
学会の実施

地域に根差し、未来を担
う企業の振興

 取組追加等でさらに発展
コロナ禍の終息や物価高騰の影響に伴い、新規就

農の希望者が減少傾向に転じており、引き続き担い
手育成総合支援協議会を通じ、新規就農者や研修生
を確保するための周知や啓発及び就農後のフォロー
アップの強化などサポート体制の充実を図る。

また、新規就農研修生の２年目研修制度の導入に
よる早期の経営安定や主力品目であるスイカの産地
を守ることにより新規就農者を確保し、地域農業の
維持発展につなげていく。

 相当程度効果的であった
新規就農者については、サポート体制の

強化等により目標値の５０名に対し８６名
の実績であり、６年間の目標値である５９
人を既に達成しており大きな成果が得られ
ている。
研修施設研修受講者については、ＪＡ鹿

本地域担い手育成センターにおいて２名が
研修を修了した。

A：新規就農者数（延べ数R1～人）
B：農業研修施設研修受講者（人）

(目標値) ⇒ (実績値)
A: 50 86
B: 6 2

 農業次世代人材育成事業の活用や地
域農林業担い手育成支援事業等の支
援による就農時の経済的負担の軽減
に向けた補助の実施

 新規就農に関するサポートチームに
よる巡回指導及び就農者へ空きハウ
スなどを提供するハウスマッチング
支援の実施

新規就農総合支援事業

 取組追加等でさらに発展
台湾を中心としたFIT（個人旅行者）及びTSMC関係

者をターゲットに設定し、KOL（購買意欲に影響を与
える人物）の招請など実施する。また、台湾の最大
の旅行博に出展するなど現地でのプロモーション活
動も実施する。

℮-スポーツ事業の関係団体や規模が拡大している
ため、教育・福祉・観光での取組を発展させながら、
関係・交流人口の拡大を狙う。また、官民協働で取
組を行い、事業効果を十分発揮できるよう支援する。

また、博多駅からの直行バス運行の実施に向けて
取り組み、宿泊客も利用しやすい交通アクセス整備
を支援していく。

 効果があった
日帰り客は前年と比較して若干増加した

が、宿泊料金高騰などの影響もあり、宿泊
客は前年を下回った。
台湾をメインターゲットにしたプロモー

ションを近隣の自治体と連携して取り組ん
だ成果も着実に表れており、インバウンド
客については増加してきている。
また、SNSなどを活用してイベント情報や

旬の話題の配信や、山鹿に訪れた人に周遊
を促すため、ニューオープン情報など旬の
情報を盛込んだ季刊誌を制作し誘客事業を
実施した効果も表れてきている。目標値に
達してはいないがコロナ禍前の入込数に近
づいてきている。

A:日帰り客数（千人）
B:宿泊客数（千人）

(目標値) ⇒ (実績値)
A:5,000 2,946
B:415 195

 県北４市町と県が連携し、インバウ
ンド客誘客のために、台湾人のKOL
（購買意欲に影響を与える人物）を
招請し情報発信を実施

 各地の温泉とキャンプ場をあわせた
「温キャン」の継続的なPR

 旅する人が会いたくなる「やまがび
と」の配布。

 e-スポーツによる教育・福祉・観光
等で意見交換や情報共有、認知度向
上

ふるさと未来創造プロ
ジェクト（稼ぐ観光地再
生）

 福岡県在住者をターゲットにショー
ト動画を６本及び福岡空港を起点に
したアクセス動画を作成し、ＳＮＳ
を中心に情報発信を実施

 旬の情報を盛り込んだ観光パンフ
レットを制作。県福岡事務所や観光
案内所で配布し、福岡都市圏からの
誘客を実施

観光戦略プロモーション
（福岡ターゲット構想）

 計画通りに継続
関連事業を利用できる空き家等の物件が残存して

いるため、当該事業の継続を図ることによって、さ
らに賑わい創出と魅力あるまちなみ形成を図ってい
く。

 相当程度効果的であった
豊前街道を対象とした空き家・空き店舗

改修補助により２軒の店舗が開業した。
また、これまでに豊前街道歴史的まちな

み再生事業で２３店舗が新規開業し、豊前
街道沿いの空き家の数は減少している。

A:改修した空き家・空き店舗で開業
した事業所数(件)
B:改修した空き家・空き店舗で開業
した事業所の利用者数（延べ人数）

(目標値) ⇒ (実績値)
A: 3 2
B:147,000  324,520

 豊前街道沿いの空き家・空き店舗の
改修費用の補助実施

 創業・開業に対する改築及び改修工
事に要する費用や家賃の補助の実施

豊前街道の歴史的まちな
み再生プロジェクト
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